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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社
が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありませ
ん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

※当社は2013年10月1日設立のため、2013年3月期決算以前は
東急不動産株式会社の連結決算数値を記載しております。
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2014年3月期 ハイライト

トピックストピックス

業績ハイライト業績ハイライト

◇ 2013年10月1日より東急不動産、東急コミュニティー、東急リバブル３社の共同株式移転

により 設立した「東急不動産ホールディングス」による持株会社体制へ移行

◇ タイムズスクエアビルを2014年3月に売却する一方で、恵比寿プライムスクエア・

汐留ビルディング等のオフィスビル・商業施設の取得を決定

◇ 連結売上高は7,141億円、分譲セグメントの売上増加やユナイテッドコミュニティーズ㈱

の連結子会社化等により増収

◇ 営業利益は614億円、分譲マンションの売上増加や売買仲介の好調等により増益

◇ 中期経営計画（Value Innovation 2013）の目標達成、財務基盤及びグループ経営基盤

の整備が完了

◇ 当期純利益は237億円、前期に特別利益の計上等があったものの持株会社体制化に伴う

少数株主損益の改善等により増益



（億円）

13年3月期 14年3月期

実績 実績

営業収益 5,959 7,141 1,182 7,000 141 □営業収益

営業利益 520 614 95 600 14 　分譲セグメントの売上増加や

営業外収益 12 13 2 － － 　ユナイテッドコミュニティーズの連結

営業外費用 133 122 △ 11 － － 　子会社化等により増収

経常利益 399 506 107 485 21 □営業利益

特別利益 115 2 △ 114 － －   分譲マンションの売上増加、売買仲介

特別損失 95 70 △ 25 － － 　の好調等により増益

税引前利益 420 437 18 － － □当期純利益

法人税等 152 171 19 － － 　少数株主損益の改善等により増益

少数株主利益 46 29 △ 17 － －

当期純利益 221 237 16 230 7

総資産 17,184 17,898 714 － － □総資産

有利子負債 9,741 9,910 169 10,650 △ 740 　HD化によるのれん計上等により増加

自己資本 2,687 3,645 958 － － □DEレシオ

自己資本比率 15.6% 20.4% 4.7P － － 　HD化による自己資本の増加等により

DEレシオ 3.6 2.7 △ 0.9 2 .9 △ 0.2 　3.6倍→2.7倍

営業活動によるCF 702 △ 135 △ 837 － － ※2013年10月１日公表の東急不動産

投資活動によるCF 425 197 △ 227 － － 　ホールディングスの通期業績予想を

財務活動によるCF △ 905 30 935 － － 　記載しております。（全ページ共通）

841 927 87 － － 　

コメント（対前期）対予想

現金及び現金同等物

期末残高

対前期
14年3月期

予想※
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2014年3月期 決算・主要経営指標

分譲マンションの売上増加、売買仲介の好調等により増収増益分譲マンションの売上増加、売買仲介の好調等により増収増益

注） 表中、[ ]の数値は計上額、＋または△は増減を表しております。（全ページ共通）
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[セグメント別売上増減]

[セグメント別利益増減]

2014年3月期 セグメント別実績

（億円）

13年3月期 14年3月期 増減

実績 5,959 7,141 +1,182

予想 － 7,000 +141

（億円）

13年3月期 14年3月期 増減

実績 520 614 +95

予想 － 600 +14

5,959

7,141

+640 +26

+195

+93 +41
+17

+206 △34

13/3 実績 14/3 実績

分譲 賃貸

管理
受託

仲介
運営 小売

請負

その他

消去

対予想 +84 +30 +15 +14 +3 △ 7 +52 △ 50 +141

対予想 △ 22 +14 +0 +7 +6 △ 0 +3 +6 +14



（億円）

13年3月期 14年3月期

期末 14年3月末 前期末比

現預金 845 931 85 　□固定資産

販売用土地建物 1,753 2,459 706 　　タイムズスクエアビルの売却等により721億円減少

固定資産 12,244 11,523 △ 721 　　（参考）賃貸等不動産の時価評価　※14年3月末現在

のれん 377 829 451 　　期末簿価6,621億円、時価7,064億円、差額+443億円

投融資 1,230 1,287 57

売掛金・未収入金 243 368 124 　□のれん

その他 492 502 11 　　HD化により469億円（※）増加

資産 計 17,184 17,898 714 　　　※増加資本等821億-少数株主持分簿価352億

有利子負債 9,741 9,910 169 　□DEレシオ

預り保証金・敷金 1,766 1,680 △ 87 　　3.6倍→2.7倍

預り金 679 367 △ 312

買掛金・未払金 700 987 288 　□自己資本

その他 1,228 1,261 33 　　HD化により818億（※）増加

負債　計 14,114 14,206 92 　　　※1,045円（10/1終値）　×　増加株式数 約78百万株

自己資本 2,687 3,645 958 　□少数株主持分

少数株主持分 383 48 △ 336 　　HD化により東急コミュニティーおよび東急リバブルの

純資産　計 3,070 3,692 623 　　少数株主持分352億が減少

2014年3月期 期末BS

HD化によるのれんの計上等により資産・純資産が増加HD化によるのれんの計上等により資産・純資産が増加
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前中期経営計画(Value Innovation 2013)の総括

＜14年3月期目標値＞

●数値目標の達成

収益性：営業利益600億円

健全性：DEレシオ3.9倍以下

営業利益 614億円
DEレシオ 2.7倍

●重点戦略の達成状況

12年3月期 ＳＰＣ時価連結

アクティビア・プロパティーズ投資法人上場 → REITへの資産売却によるポートフォリオ再構築

コンフォリア・レジデンシャル投資法人上場

ユナイテッドコミュニティーズ株式会社買収 → 管理ストック拡大・２ブランド体制の整備

東急不動産ホールディングスによる持株会社体制への移行

賃貸

賃貸

賃貸

管理

「あんしん仲介保証」を軸としたサービス展開により過去最高水準の業績を達成仲介

HD

財務基盤・グループ経営基盤の整備が完了財務基盤・グループ経営基盤の整備が完了

＜14年3月期実績＞

13年3月期

14年3月期
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（※）自己資本 14年3月末3,645億円（対11年3月末 +1,559億円）
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持株会社体制の整備状況

経営の機動性・効率性向上

セグメント変更

ストックビジネス強化のための
重複事業・機能の集約

①賃貸住宅管理業の集約
14年4月「東急住宅リース」設立。15年4月より本格稼働

グループ連携による事業間
シナジーの拡大

②仲介事業の集約

③マンション・戸建リフォームの体制整備

④PM業（ビル事業）の機能移管

①管理ストックから仲介への送客

②分譲住宅事業強化
首都圏住宅事業での製販一体化によるバリューチェーン強化

③グループのお客様施策の推進

組織変更



住宅事業
ユニット
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セグメント区分の変更①

東急不動産
東急

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ
東急

リバブル
東急

ハンズ
東急住宅

リース

ウェルネス

事業
ユニット

都市事業
ユニット

事業創造
本部他

東急不動産ホールディングス

都市
事業

住宅
事業

ｳｪﾙﾈｽ
事業

事業創造
その他

管理
事業

ハンズ
事業

都市
事業

仲介
事業

※上記は主要な会社とセグメントとの関係を図示したものです。また、現段階では一部複数セグメントを担う会社があります。

◇ 2014年4月、お客様を軸とした組織変更とマネジメントアプローチによるグループ体制の再編を実施

事 業 セ グ メ ン ト

14年4月14年4月

孫会社
↓

子会社

セグメント区分を見直し、従前の8セグメントから7セグメントに集約セグメント区分を見直し、従前の8セグメントから7セグメントに集約

新規設立
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セグメント区分の変更②
[旧セグメント] [新セグメント]

内訳 移行先 内訳 新セグメント

オフィス・商業施設 都市 オフィス・商業施設

賃貸住宅 都市 賃貸住宅

REIT・私募ファンド等の運用 都市 REIT・私募ファンド等の運用

ビル等の売却

マンション 住宅 マンション

戸建 住宅 戸建

ビル等の売却 都市

別荘 ウェルネス

買取再販等（東急リバブル） 仲介

海外事業・その他 事業創造その他

マンション・ビル等の管理

マンション共用部工事等

マンション共用部工事等 管理

注文住宅・リフォーム工事等 事業創造その他
売買仲介・販売受託

売買仲介・販売受託 仲介 買取再販等（東急リバブル）

リゾート物件の仲介等 ウェルネス
リゾート・フィットネス・シニア住宅

別荘

リゾート物件の仲介等

注文住宅・リフォーム工事等

海外事業・その他

福利厚生代行事業等

小売（東急ハンズ）

そ

の

他

分
譲

福利厚生代行事業等 事業創造その他

請
負

小
売

小売（東急ハンズ） ハンズ

都市

事業創造
その他

ウェルネス

ハンズ

住宅

管理

仲介

賃
貸

リゾート・フィットネス・シニア住宅
運
営

ウェルネス

管理

仲
介

管
理

マンション・ビル等の管理



（億円）

14年3月期 15年3月期

実績 予想

営業収益 7,141 7,350 209 □営業収益・営業利益

営業利益 614 630 16 　都市事業セグメントにおけるビル・商業施設の売却等により増収増益

営業外収益 13 － －

営業外費用 122 － －

経常利益 506 510 4 □当期純利益

特別利益 2 － － 　HD化による少数株主損益の改善等により増益

特別損失 70 － －

税引前利益 437 － －

当期純利益 237 250 13

総資産 17,898 － － □有利子負債

有利子負債 9,910 11,150 1,240 　新規投資等により有利子負債増加

自己資本 3,645 － － □DEレシオ

自己資本比率 20.4% － － 　新規投資等による有利子負債の増加により2.9倍を計画

DEレシオ 2.7 2.9 －

1株当り配当 ※　　8.0 円 10.0 円 － □配当　

連結配当性向 19.2% 24.4% 5 .2P 　年間10円に増配を予定

※東急不動産が実施した中間配当金3.5円と当社が実施予定の期末配当金4.5円を合計しております。

対前期 コメント(対前期）通期
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2015年3月期 業績予想

オフィスビル・商業施設の売却等により増収増益オフィスビル・商業施設の売却等により増収増益



614

630

+41

+2 +1

+10

+37

14/3 実績 15/3 予想

都市 住宅

管理 仲介

ｳｪﾙﾈｽ ハンズ

事業創造
その他

△42

△2

消去

△31

7,141

7,350

+387

+13 +7 +36

+112
+6

14/3 実績 15/3 予想

都市 住宅

管理 仲介 ｳｪﾙﾈｽ

ハンズ

消去

△346

△5

事業創造
その他
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2015年3月期 セグメント別業績予想

[セグメント別売上増減]

[セグメント別利益増減]

（億円）

14年3月期
実績

15年3月期
予想

増減

7,141 7,350 +209

（億円）

14年3月期
実績

15年3月期
予想

増減

614 630 +16

※比較情報である14年3月期決算数値は
新セグメントで組み換えた概算値を使用し、
対前期の増減を計算しております。



Value Innovation 2013Value Innovation 2013
～変革による新たな価値創造を、未来のために～～変革による新たな価値創造を、未来のために～

（2012年３月期～2014年３月期）（2012年３月期～2014年３月期）

セグメント別概況セグメント別概況
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賃貸/都市(1) 2014年3月期実績・2015年3月期予想

（億円）

売上高 1,283 1,309 26 1,279 30

保有(※1 ) 639 644 5 新規+46、売却逸失△29 635 9 新規増

借上等(※2 ） 119 116 △ 4 フィー減収 107 9

その他（ ※3 ） 525 549 24 537 13

営業利益 350 336 △ 14 新規+25、売却逸失△13 321 14 新規増

(※1）連結SPC含む  (※2）借上及び非連結SPC事業  (※3）その他の事業会社

備考（対予想）
14年3月期

予想
増減13年3月期 増減14年3月期 備考（対前期）

都市事業セグメント：2015年3月期予想 増収増益都市事業セグメント：2015年3月期予想 増収増益

賃貸セグメント：2014年3月期実績 増収減益賃貸セグメント：2014年3月期実績 増収減益

※新セグメントにおける14年3月期決算数値は
概算値を使用しております。

14年3月期

（※）

15年3月期

予想
増減 備考（対前期）

売上高 1,781 2,169 387

賃貸（オフィス） 351 386 35

賃貸（商業施設） 383 347 △ 36

資産運用等 536 909 373 売却増

住宅賃貸等 511 527 16

営業利益 319 360 41
新規+42、売却逸失△31

物件売却+25

      新規+81、建替改装△9

      売却逸失・解約△74



23,850円 23,650円 23,390円 23,300円
22,480円 22,450円

21,960円 22,270円 22,190円
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26,090円

29,220円

27,730円
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％

* 当社オフィス平均賃料は共益費込みで表示しております。
** 東京23区…資料：ｼｰﾋﾞｰｱｰﾙｲｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社「OFFICE MARKET REPORT」
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賃貸/都市(2) 空室率・賃料の推移

2014年3月末 空室率 1.8%（入居ベース、連結SPC含む、オフィス・商業）2014年3月末 空室率 1.8%（入居ベース、連結SPC含む、オフィス・商業）

 * 当社オフィス平均賃料 (年度)  * 当社オフィス平均賃料 (四半期)  　当社(全国) 　**東京23区
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※プロジェクト全体（持分換算前）

賃貸/都市(3) 今後の主な開業予定

年度 主要プロジェクト 主要用途
延床面積 ※

(千㎡)

デックス東京ビーチ（借地権付建物） 商業 69 13年 9月 （取得）

南青山ライカビル（地上権付建物） 商業 2 13年 12月 （取得）

ラ・ポルト心斎橋 商業 4 13年 12月 （取得）

恵比寿プライムスクエア オフィス・商業・住宅 69 13年 12月 （取得）

汐留ビルディング オフィス・商業 119 14年 4月 （取得）

日交渋谷南平台ビル オフィス 7 14年 4月 （取得）

マーケットスクエア相模原 商業 15 14年 7月

(仮称)表参道計画 オフィス 9 15年 1月

(仮称)神宮前6丁目プロジェクト 商業 8

(仮称)森ノ宮プロジェクト（借地権付建物） 商業 24

二子玉川ライズ（第2期事業） オフィス・商業 156

(仮称)銀座5丁目プロジェクト 商業 50

都市再生ステップアップ・プロジェクト竹芝地区
（借地権付建物）
※一部（住宅棟）2017年度開業予定

オフィス・商業 105

渋谷道玄坂街区開発計画 オフィス・商業 59

2020 渋谷駅桜丘口地区再開発計画 オフィス・商業・住宅 241 20年度

開業月

15年度

15年度

18年度

2014

18年度
2018

14年度

15年度

2013

2015



賃貸/都市(4) 新規主要プロジェクト(渋谷・表参道・青山エリア)

商業施設

計画中

渋谷駅桜丘口地区再開発計画
2020年度開業予定

（仮称）神宮前6丁目PJ
2014年度開業予定

渋谷南平台地区
再開発計画

（仮称）表参道計画
2014年度開業予定

東急プラザ表参道原宿
2012年4月開業

渋谷道玄坂街区開発計画
2018年度開業予定

スプライン青山東急ビル
2012年7月開業

南青山ライカビル
2013年12月取得

オフィスビル

16
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分譲/住宅(1) 2014年3月期実績 2015年3月期予想

分譲セグメント：2014年3月期実績 増収増益分譲セグメント：2014年3月期実績 増収増益

注） 表中、[ ]の数値は計上額を表しております。

住宅事業セグメント：2015年3月期予想 減収減益住宅事業セグメント：2015年3月期予想 減収減益

※新セグメントにおける14年3月期決算数値は
概算値を使用しております。

14年3月期
(※）

15年3月期
予想

増減 備考（対前期）

売上高 1,418 1 ,072 △ 346

マンション 1,333 928 △ 405 計上戸数△411戸[2 ,117戸]

戸建 76 77 1

その他 9 67 58

営業利益 116 74 △ 42

（億円）

13年3月期 14年3月期 増減 備考（対前期）
14年3月期

予想
増減 備考（対予想）

売上高 1,451 2 ,091 640 2 ,007 84

東急不動産 1,344 1 ,754 409 1 ,681 73

マンション 951 1 ,370 420 計上戸数+266戸[2 ,633戸] 1 ,291 79 計上戸数+36戸[2 ,633戸]

戸建 35 76 41 91 △ 15

別荘 5 72 68 71 1

一括他 354 235 △ 119 ビル売却△199 227 7

子会社等 107 337 230 ビル売却+213 326 11

営業利益 66 125 59 マンション等増益 147 △ 22
たな卸資産評価損

△48［△48］
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分譲/住宅(2) マンション計画概要

※2

※1 一棟売含む ※2 一棟売除く

※2

2016年3月期以降手当済

合計 約 6,000戸
※1 ※1
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管理受託/管理(1) 2014年3月期実績・2015年3月期予想

管理受託セグメント：2014年3月期実績 増収増益管理受託セグメント：2014年3月期実績 増収増益

管理事業セグメント：2015年3月期予想 増収増益管理事業セグメント：2015年3月期予想 増収増益

※新セグメントにおける14年3月期決算数値は概算値を使用しております。

（億円）

13年3月期 14年3月期 増減 備考（対前期）
14年3月期

予想
増減

備考
（対予想）

売上高 765 960 195 ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｺﾐｭﾆﾃｨｰｽﾞ+203 945 15

営業利益 51 67 15 ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｺﾐｭﾆﾃｨｰｽﾞ+15 66 0

（億円）

14年3月期
(※)

15年3月期 増減 備考（対前期）

売上高 1,391 1,404 13

管理受託 960 952 △ 8 工事との区分見直し△6

工事 392 410 19 マンション共用部工事等増加

その他 39 42 2

営業利益 92 94 2



1,303
1,356 1,330 1,305

1,365

1,250

1,300

1,350

1,400

2011年3月期末 2012年3月期末 2013年3月期末 2014年3月期末 2015年3月期計画

[件]
ビル／その他物件数ストック推移

ビル等

301,633 304,708

465,328 478,521 491,521

99,243 101,203

152,359 163,070 185,001

0
100,000
200,000
300,000
400,000
500,000
600,000
700,000

2011年3月期末 2012年3月期末 2013年3月期末 2014年3月期末 2015年3月期計画

[千戸]
マンション総合管理／施設管理戸数ストック推移

施設管理

総合管理
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管理受託/管理(2) 物件ストック状況

100
200
300
400
500
600
700

[千戸]

2011年3月期末 2012年3月期末 2013年3月期末 2014年3月期末 2015年3月期計画

400,876戸 405,911戸 617,687戸 641,591戸 676,522戸

(対前期末) (+27,726戸） (+5,035戸） (+211 ,776戸） (+23 ,904戸） (+34,931戸）

うち総合管理 301,633戸 304,708戸 465,328戸 478,521戸 491,521戸

うち施設管理 99,243戸 101,203戸 152,359戸 163,070戸 185,001戸

マンション管理戸数

2011年3月期末 2012年3月期末 2013年3月期末 2014年3月期末 2015年3月期計画

1,303件 1,356件 1,330件 1,305件 1,365件ビル等
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仲介(1) 2014年3月期実績・2015年3月期予想

仲介事業セグメント：2015年3月期予想 増収増益仲介事業セグメント：2015年3月期予想 増収増益

（億円）

売上高 423 516 93 502 14

売買仲介 351 416 65 ﾘﾃｰﾙ+52、ﾎｰﾙｾｰﾙ+11 403 13

販売受託 44 65 21 引渡戸数増 61 4

その他 28 35 7 38 △ 3

営業利益 48 85 37 78 7

備考（対予想）
14年3月期

予想
増減13年3月期 増減14年3月期 備考（対前期）

仲介セグメント：2014年3月期実績 増収増益仲介セグメント：2014年3月期実績 増収増益

14年3月期

（※）

15年3月期

予想
増減 備考（対前期）

売上高 584 590 7

売買仲介 401 422 21 取引件数増

販売受託 58 35 △ 22 引渡戸数減

不動産販売 101 109 8

その他 24 24 △ 0

営業利益 92 93 1

※新セグメントにおける14年3月期決算数値
は概算値を使用しております。
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仲介(2) 売買仲介営業指標

リテール ホールセール 合計 　　・「リバブルあんしん仲介保証」の反響大きく取引件数が増加

件数 18,433件 1,002件 19,435件 　　・「ﾌﾟﾛの『相続×不動産』診断」及び「相続税立替払ｻｰﾋﾞｽ」開始

（対前期） (+17 .9%) (+1 .8% ) (+17 .0%) 　　・12店舗出店

取扱高 6,185億円 2,930億円 9,115億円
      （東京：飯田橋・中目黒・経堂・宮前平 大阪：心斎橋・千里山ほか）

（対前期） (+19 .7%) (+35 .4%) (+24 .3%)

平均取扱価格 34百万円 292百万円 47百万円 　　・平均取扱価格が大幅に上昇（220百万円→292百万円）

（対前期） (+1 .5%) (+33 .0%) (+6 .3%)

手数料率 4.9% 2.9% 4.3%

リテール ホールセール 合計 リテール ホールセール 合計

件数 15,631件 984件 16,615件 19,772件 1,057件 20,829件

（対前期） (+11 .8%) (+5 .9% ) (+11 .4%) (+7 .3%) (+5 .5% ) (+7 .2%)

取扱高 5,168億円 2,164億円 7,332億円 6,688億円 2,932億円 9,620億円

（対前期） (+10 .3%) (+8 .0% ) (+9 .6%) (+8 .1%) (+0 .1% ) (+5 .5%)

平均取扱価格 33百万円 220百万円 44百万円 34百万円 277百万円 46百万円

（対前期） (△1.3%) (+1 .9% ) (△1.6%) (+0 .8%) (△5.2%) (△1.5%)

手数料率 4.9% 3.5% 4.5% 4.9% 3.2% 4.4%

2015年3月期計画2013年3月期実績

2014年3月期 リテール（実績）

ホールセール（実績）
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ウェルネス/ハンズ/事業創造その他セグメント 2015年3月期予想

注） 表中、[ ]の数値は計上額を表しております。

（億円）

14年3月期
（※）

15年3月期
予想

増減 備考（対前期）

ウェルネス

売上高 729 724 △ 5

ゴルフ 84 89 6

ハーヴェスト 135 146 11 新規開業(京都鷹峯）

オアシス 150 159 9 新規開業等

スキー 105 107 2

シニア住宅 63 61 △ 2

別荘・会員権販売 100 67 △ 33 ハーヴェストクラブ計上減

その他 93 95 3

営業利益 19 29 10 たな卸資産評価損+22 [- ]

ハンズ

売上高 845 881 36 新店+31

営業利益 11 9 △ 2

事業創造その他

売上高 594 706 112 売却増

営業利益 △ 13 25 37

※新セグメントにおける14年3月期決算数値は概算値を使用しております。
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自己資本・有利子負債の推移

外部格付 (JCR) 長期：A- 短期：J-1 ※2014年3月20日現在外部格付 (JCR) 長期：A- 短期：J-1 ※2014年3月20日現在

SPC連結 HD化
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配当金の推移

前中計の達成を踏まえ、14/3の期末配当を4.5円（予想4.0円）に、15/3は年間10円へ増配を予定前中計の達成を踏まえ、14/3の期末配当を4.5円（予想4.0円）に、15/3は年間10円へ増配を予定

※ 2014年3月期の中間配当以前の配当金は東急不動産における配当金を記載しております。



（億円） （億円）

13年3月期 14年3月期 14年3月期 15年3月期

実績 実績 実績（※1） 計画

営業収益 5,959 7,141 1,182 営業収益 7,141 7,350 209

分譲 1,451 2,091 640 都市 1,781 2,169 387

請負工事 701 907 206 住宅 1,418 1,072 △ 346

小売 828 845 17 管理 1,391 1,404 13

賃貸 1,283 1,309 26 仲介 584 590 7

管理受託 765 960 195 ウェルネス 729 724 △ 5

運営 597 638 41 ハンズ 845 881 36

仲介 423 516 93 事業創造その他 594 706 112

その他 88 99 11 全社・消去 △ 200 △ 194 6

全社・消去 △ 178 △ 223 △ 45 営業利益 614 630 16

営業利益 520 614 95 都市 319 360 41

分譲 66 125 59 住宅 116 74 △ 42

請負工事 16 29 13 管理 92 94 2

小売 9 11 2 仲介 92 93 1

賃貸 350 336 △ 14 ウェルネス 19 29 10

管理受託 51 67 15 ハンズ 11 9 △ 2

運営 38 43 5 事業創造その他 △ 13 25 37

仲介 48 85 37 全社・消去（※2） △ 22 △ 53 △ 31

その他 0 0 △ 0

全社・消去（※2） △ 58 △ 80 △ 22

対前期 対前期
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参考資料① 新旧セグメント情報

［旧セグメント] ［新セグメント]

(※1）新セグメントにおける14年3月期決算数値は概算値を使用しております。
(※2) 15年3月期より東急不動産の一般管理費等を各セグメント（都市・住宅・ウェ
ルネス・事業創造その他）に配賦したことに伴い、「全社・消去」における14年3月
期決算数値が減少しております。[△80→△22]
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オフィス延床面積 2014年3月末 671千㎡ 62棟 ※単体（保有・借上）、連結ＳＰＣ(単位:千㎡)オフィス延床面積 2014年3月末 671千㎡ 62棟 ※単体（保有・借上）、連結ＳＰＣ(単位:千㎡)

参考資料② オフィスビルの分布

中央区
83 (6棟)

千代田区
89 (7棟)

港区
138 (11棟)渋谷区

211 (17棟)

その他23区
74 (11棟)

その他首都圏
21 (3棟)

関西・地方
55 (7棟)

2006年～
2010年

150 (11棟)

1996年～
2000年
14 (3棟)

2001年～
2005年

155 (11棟)

1991年～
1995年

130 (13棟)

1981年～
1990年

147 (17棟)

1971年～
1980年
25 (2棟)

1970年
以前

11 (2棟)

［エリア分布]
都心4区：521千㎡(78%)41棟

［竣工時期分布]
2001年以降：344千㎡(51%)25棟

2011年以降
39 (3棟)



28

参考資料③ 主要な保有物件一覧（オフィスビル） ※2014年3月末現在
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参考資料④ 主要な保有物件一覧（商業施設） ※2014年3月末現在


